
1 . 森林植生を規定する撹乱様式
　森林は地理的な広がりの中で，立地や撹乱様式などに応じ
て様々に変化する。立地に比べ，撹乱様式が森林植生の空間
的な変化の要因として議論されることは，比較的少ない。
�����������	
	����（����）は，日本列島における森林帯の
分布を，それぞれの地域の卓越する撹乱様式と比較し，気象
の違いなどに起因する撹乱様式の違いが，それぞれの森林帯
の形成に大きな役割を果たしている可能性を指摘した。さら
に，このような関係は，北米東岸に認められる気象と森林帯
のパターンと類似することも示したが，このことは，撹乱様

式が森林帯の形成に関与するという現象が，より普遍的なも
のであることを示唆している。
　この論文（�����������	
	����
	����）において，本州北
部の冷温帯広葉樹林の日本海側と太平洋側の異質性は，山火
による大規模な撹乱の多寡と対応し，それに起因するのでは
ないかと考えられている。ところで，湿潤な日本において
は，山火は人為により引き起こされてきた可能性が高い。し
たがって，現在の本州北部の冷温帯広葉樹林の形成を議論す
るためには，自然立地だけではなく，人為撹乱の影響の検証
が必要ではないだろうか。
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大住克博 �：北上山地の広葉樹林の成立における人為撹乱の役割
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要　旨　北上山地の森林植生の成立を，近世から近代における土地利用という人為撹乱との関係を踏まえて考察した。現
在の二次林をその種構成により分類すると，それらは過去の土地利用形態に明瞭に対応して分かれた。それぞれのタイプ
の二次林を構成する種の特性には一定の傾向があり，それらは，それぞれの場所の土地利用から推測される過去の撹乱体
制下での生存に，有利な働きを持つように考えられた。その典型例は，ウダイカンバとシラカンバという二種の同属種に
見ることができ，両者の景観スケールでの分布の違いは，それぞれの寿命や結実開始齢といった種特性と，場所により異
なる人為撹乱様式との相互作用により説明される。植生の成立に強い影響を示した土地利用の分布は，一方で，その場の
立地や自然環境により規定されていた。したがって，現在の北上山地の二次林植生は，従来重視されてきた立地からの直
接的な影響のみならず，立地が規定する土地利用あるいは撹乱様式を経由した，間接的な影響も考慮に入れて理解する必
要があるだろう。このような立地と土地利用による撹乱体制の変化は，北日本における太平洋側と日本海側の植生の背腹
性にも，一定の影響を与えているものと考えられる。
キーワード：冷温帯林，二次植生，人為撹乱，土地利用，北上山地
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2 . 森林植生と人為撹乱の関係について分かっていること
　例えば明治初期といった少し前の時代には，人々による森
林の利用のあり方は現代と大きく異なっていて，森林を含む
植生景観も現在とはすっかり違っていた。このような事は，
国内において良く知られている（千葉，����；小椋，������
小椋，����）。また，森林改変の歴史の長い欧州でも，森林
植生の形成における人の関与は，強く認識されてきた
（���������	
��
������������������	

���������		
���
���������	
���）。さらに，森林資源の利用，土地利用など
を人による撹乱としてとらえ，森林植生に与える影響を生態
学的に理解しようという研究が，北米東部や英国を中心に勢
力的に進められてきた。そのような研究を通して，森林植生
と人との相互作用は見過ごせないほど大きく（��������
����），現在の植生を理解するためには，環境要因に加えて，
人為撹乱を含む歴史的要因を考慮に入れることが必要である
と考えられるようになってきている（�����������	
����
��������	
��
��	����������）。また，それら相互作用の重要
性は，二次的な植生について考える場合に，一層明白である
（��������	

���
�������������������		��������	�
�����
�
���������）。近 年，同 様 な 理 解 は，熱 帯（����������	�
��������	
���
	������	��	����	
���）や東アジア（鎌田・中越，
����������	��
�����
���������������
�����������	
�深
町ほか������）の森林についても広まりつつある。このよう
な土地利用の歴史と，それに伴う植生変化についての研究
は，森林群集の様々な撹乱に対する反応のプロセスについて
の理解を深めるためにも必要であろう（��������	

�）。
　これらの研究が第一に確認したことは，人が居住する地域
において，土地利用が森林生態系にとって主要な撹乱形態で
ある，という事実である（鎌田・中越，���������	
������
��
���������	
���
��������������
��������������	�
���
�
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���������）。それを受けて，過去の土地利用形態を復元しなが
ら，人間の活動が現在の森林植生に与えた影響を検証する作
業が進められてきた（��������	

���
����������	

���
�����������	
�����）。そして，土地利用に代表される人為撹乱
は，自然立地と並ぶか，時にはそれを上回る影響を森林植生
に与えることが明らかにされた（��������		
�����
�������
�����������	
��
�������������������）。このような人為撹乱の
影響は，より具体的には，一定の撹乱様式は，その場所に存
続できる樹木個体群を選択する，という過程を通じて発生し
ているといえるだろう（紙谷，��������	
��
��	����������）。
　このような人為撹乱が，いつごろから発生してきたかは，
地域ごとの考古学的，植生史学的な解析によらねばならな
い。英国南部では新石器時代の紀元前����年ごろには森林
の衰退が発生していて，紀元前����年以降，青銅器や鉄器
の製造が始まると共に，さらに拡大していったことが認めら

れている（���������		
）。日本でも縄文時代には，相当の植
生改変が既に始まっていたと考えられている。八甲田山など
の東北地方北部の草地植生は，火入れなどの人為により形成
された可能性が高いが（吉井ほか��������菅原，����），そ
の起源は，草原植生を反映して生成されたと考えられる黒色
土の年代測定より，少なくとも数千年以前に遡ると推定され
ている（���������	�
������
�����佐瀬ほか，������石塚
ほか，����）。西日本の暖温帯域の落葉広葉樹林や半自然草
地の植生の一部は，当時から継続する人為撹乱が，氷期に南
下していた植物相を遺存してきたものであるという指摘もあ
る（守山������）。人為撹乱は，日本列島においても，後氷
期の気候変化に伴う植生の変化に一定の関与を果たしてきで
あろう。しかし，そのような過去の人為撹乱が，どのような
性質と強度，規模を持ったものであり，またそれぞれの人為
撹乱様式，例えば里山の薪炭利用などが，歴史の中でどの程
度の期間にわたり持続してきたかについては，今後の解明が
必要である。

3 . 北上山地における人為撹乱と現在の森林植生の関係
　現在の植生と過去の人為撹乱がどのような関係を持ってい
るのかを，太平洋側で冷温帯林が広く存在する北上山地で検
証してみよう。まず，北上山地中北部の��×����の範囲
において，過去の地形図や森林の台帳を利用して��世紀初
頭の植生景観を復元し，そこから推定される各土地利用様式
の分布域の復元を試みた（���������	
���
���）。土地利用様
式として区分できたのは，草地利用，薪炭林などの二次林と
しての利用，そして人為撹乱の影響の少ない天然林の三種で
ある。土地利用の復元の対象を��世紀初頭としたのは，そ
の時代が近い過去として，現在の植生の成立に密接な因果関
係を持つであろうと考えられたためである。またその時代
は，この地域の経済に，産業革命やエネルギー革命の影響が
及ぶ前の前工業化時代にあたっていて，地域住民の伝統的な
資源利用や生業に支えられた土地利用が，まだ維持されてい
たと推定されたからである。（畠山，����；岡，����）。
　復元した過去の土地利用様式は，現在その跡に成立してい
る二次林の種組成と強く結びついていることがうかがわれ
た。つまり，調査区域内に設置したプロットを，種ごとの優
占度の構成比によって序列化したところ，それらは過去の土
地利用に応じて，類似した領域に分かれて配置されたのであ
る（図�）。構成種ごとの優占度をもとに調査各林分のグルー
プ分けをおこなってみても，過去の土地利用履歴にきれいに
対応したグループが認められ（表�），グループごとに特徴的
な優占種を持つことが分かった。このように，北上山地にお
いて過去の土地地用に代表される人為撹乱は，立地要因とと
もに，現在の森林の植物相を強く規定する要因であったと考
えられる。
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� � 北上山地の広葉樹林の成立における人為撹乱の役割（大住克博）� ��

4 . 北上山地における人為撹乱と立地の関係
　しかしながら，各タイプの森林植生の現在の分布を，過去
の撹乱様式，あるいは立地要因との間の直接の対応関係のみ
で説明しようとすることは短絡に過ぎよう。なぜなら，土地
利用の様式は立地によって左右され（鎌田・中越，����；�
����������	�
�����
�����������
��������������		�），これ
は，過去における伝統的な土地利用についても同様であった
と考えられるからである（��������	

�������������
����
����）。図�においても，土地利用履歴ごとのプロットの配
置が立地傾度とも対応していることが読み取れるだろう。そ
こで次に，先の北上山地の調査対象域においては，��世紀
初頭，前工業化時代の各土地利用型の分布が，立地とどのよ

うな関係にあったかを検討する（���������	
���
���）。
　調査対象域を����メッシュに区切った各交点で，過去の
土地利用様式と，いくつかの立地要素を比較したところ，各
土地利用型は地形に応じた偏りを持って分布していたが，偏
りのパターンはそれぞれ異なっていた（表�）。例えば草地と
して利用されてきたところは，南向きの緩斜面に多く，逆
に，人為撹乱の影響の少ない天然林が残されてきたところ
は，より標高が高く傾斜が急なところであり，また北向きの
渓谷部であることが多い。そして二次林として利用されてき
たところの立地は両者の中間的であるが，方位とは無関係で
あった。図�は解析結果を元に，岩泉町大川地区周辺の典型
的な植生景観パターンを模式化したものである。この地域の

図１　現在の二次林の種組成による序列と土地利用履歴（���������	
��未発表資料）．
���解析��スコアによる．北上山地外山・釜津田地区��林分の結果にもとづく．

図２　��世紀初頭の北上山地中部における土地利用の模式図．
立地解析の結果（表�）に基づいて作成したもの．濃色の部分は天然林，点は草地，
白抜きはその他の二次林．



植生景観の構造から最も明瞭に読み取ることができる傾向
は，今述べた，天然林と草地という二つの土地利用が，標
高，傾斜，斜面方位において対照的な分布を持つことであ
る。それでは，何がこの地域において，天然林と草地の対照
性を軸とする景観構造の枠組みを成立させてきたのであろう
か？　立地と土地利用の関係についてもう少し検討を進める
ことにしよう。
　天然林と草地は，受けた撹乱による影響の大きさというこ
とを基準とすれば，解析した３種の土地利用の中で両端に配
置できるだろう。この地域の天然林はブナが優占する高齢林
分であり，そこでは単木枯死によるギャップ形成という比較
的穏やかな自然撹乱が卓越していたと考えられる。しかし，
対する草地は，最も激しい人為撹乱を受けてきたであろう。
なぜならば，湿潤なこの地域では，草地はもっぱら人為によ
る火入れの代償植生としてのみ，維持が可能であったと推定
されるからである（加納ほか��������内藤・飯泉������）。
ところで，北半球では南斜面が乾燥し，そのことが植生の成
立に影響を与えることは，一般的に観察される現象である
（����������	
����
���）。また，山火の延焼は地形に影響さ
れるために，地形要因を傾度とした二次植生の分布パターン
が形成されることも知られている（��������	
��
����������
��������	
）。これらのことから，北上山地中北部の調査地
域で草地が南向きの斜面に広く分布し，天然林が北向きの渓
谷部に偏って分布する理由は，双方の立地で斜面方位が違う
ことにより，山火の発生や延焼しやすさ，つまり撹乱体制が
異なっていたためではないかという推論が成り立つだろう。
　この地域で山火が最も発生しやすい時期は，４月から５月

の梅雨前の乾燥期であり，一年間に発生する山火の��％前
後がこの時期に集中する（消防庁統計資料����～����年）。
そこで次に，この時期の地表の乾燥状態を推定し，その空間
的なパターンを眺めてみることにしよう。この時期の衛星写
真の画像からは，北向きの渓谷部の林床表面が，南向きの斜
面のそれに比べて湿潤であったと推定できる。そして，その
ような林床が湿潤な区域の分布は，先に述べた，過去の地形
図や森林の台帳を利用して復元した��世紀初頭の植生景観
図において，天然林が残存してきた地域とよく一致するので
ある（���������	
���
���）。

5 . 人為撹乱下での種の分布の形成機構
　ここまで，北上山地中北部における調査より，現在の植生
景観が土地利用という人為撹乱に大きな影響を受けてきたこ
と，そしてその土地利用はさらに，立地の制約を受けて成立
していることを示した。このような体制の下での植生の違い
は，種ごとに自然環境や人為撹乱などに対する応答が異なる
ことの結果として，実現されているものと考えられる
（��������	��
���
���）。
　北上山地中北部において，二次林の種構成は，その場の過
去の土地利用に応じて異なっていた。それぞれのタイプの二
次林について構成個体の種特性を集約すると，タイプごとに
一定の傾向が認められることが分かる。例えば，草地跡に更
新した二次林には，種子が風散布するものや，陽樹型の成長
を示す個体が多い（表�）。言うまでもなく，それらの特性は
撹乱により広く疎開した場所での更新に適していると解釈で
きる。一方，天然林が伐採された跡に更新した二次林には，
埋土種子バンク形成能力が高い個体が多いが，埋土種子は，
林冠木の枯死に伴う根がえりのような，森林群集内での撹乱
を利用した更新に適していると考えられる戦略である。ま
た，繰り返し伐採されてきた薪炭林が広く含まれていると考
えられる二次林の跡に成立した二次林には，萌芽能力が高い
種の個体が多い。これらのことは，それぞれ撹乱として特定
の様式を持った土地利用が，その場での種の生存に選択的に
働くことを示している。
　このことについては，ウダイカンバとシラカンバというカ
バノキ属の二つの近縁種が，より具体的な例を示してくれ

� ��� 植生史研究� 第��巻　第�号

表２　過去の土地利用様式と立地要素の連関
（���������	
���
���による）　�

天然林二次林草　地
標高���標高���傾斜���
集水地形���集水地形���方位���
傾斜�傾斜���標高
方位�方位集水地形

対数線形モデル解析による
立地要因は偏連関の有意性の高さの順
偏連関の有意水準��＜�����，���＜�����，����＜������

表１　構成種の優占度に基づくクラスター解析より得られた調査林分のグループごとの優占種と土地利用履歴
（���������	
���未発表資料）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

������グループ番号
ダケカンバウダイカンバブナコナラミズナラシラカンバ優占種（相対優占度＞���）

ウダイカンバミズナラアカマツ
ミズナラ

草地天然林天然林二次林二次林草地グループ内で卓越する過去の土地利用様式
（���）（���）（���）（���）（����）（�����）（当該林分数�グループ内総林分数）
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る。両種は共に，北上山地中北部で撹乱の後に成立する二次
林の主要な構成種であり（大住ほか������；内藤・飯泉，
����），先駆的な更新を行う樹種として，遷移系列上の位置
もほぼ類似している。しかし，この地域内での両種の分布は
大きく異なっていて，シラカンバは過去に草地であったとこ
ろに，またウダイカンバは過去に天然林が残存していたとこ
ろに成立した二次林に，それぞれ強く偏って出現する。この
二種を比較すると，多産性と種子の広域散布，高い初期成長
量という点で類似しているが，他方で，繁殖開始齢と成熟し
た個体の寿命において大きく異なっている。この種特性の違
いと，それぞれの土地利用タイプの間の撹乱様式の違いを比
べることにより，両種の分布は次のように解釈できるだろ
う。まず，火入れによる撹乱が頻繁に発生していたと考えら
れる草地では，早熟で若い個体でも結実するシラカンバの方
が次の世代を残す可能性が高く，個体群の存続という点で有
利である。一方，撹乱が長い再来期間を経て発生する天然林
では，寿命の長いウダイカンバの方が，より確実に次の更新
の機会を待つことができるだろう。逆に，シラカンバは優占
種であるブナに比べて寿命がはるかに短いので，個体群を存
続させることは難しい。このように，北上山地中北部の二次
林において，両種の分布を規定しているのは土地利用が作り
出す撹乱体制であり，それはさらにより深層において，草地
の造成のしやすさ，言い換えれば春先の延焼しやすさを決め
る，南北の斜面方位に起因する地表の乾燥度合いであるとい
えよう。
　図�は，この地域に優占するもう一種のカバノキ属である
ダケカンバを加えた，カバノキ属三種の分布を模式化したも
のである。ダケカンバの生態的な特性に若干触れておくと，
この種は，長い寿命と早い繁殖開始齢を両立していて，おそ
らく撹乱の頻度の影響を受けにくいものと推定される。しか
し，低標高域では初期成長がウダイカンバやシラカンバに大
きく劣るため，この地域での分布は，尾根筋の高標域に限定
されている。このように北上山地におけるカバノキ属は，立
地や土地利用の作り出す撹乱様式（それはまた立地に規制さ

れている）に応じて細かな分布パターンを形成しているもの
と理解できるだろう。

6 . 人為撹乱を算入した，現存植生とその背腹性の理解
　北上山地の中北部における現在の森林植生は，図�で示さ
れるような，立地と土地利用との間の相互作用の上に成立し
ていると描き出せよう。そして，このような関係は，世界中
の人が居住する地域には，多かれ少なかれ存在するだろう。
ここで強調したいことは，立地や自然環境が植生に与える影
響は，生理的な過程の結果として個体の成長や死亡という形
で表現されるような，直接的なものばかりではないというこ
とである。立地は人の土地利用などを通して撹乱様式を変化
させ，さらにその撹乱様式がその地域に存続できる個体群を
選択するという経路により，植生に間接的な影響も与えてい
るものと考えられる。したがって，分布を解釈する場合に，

表３　土地利用履歴の異なる場所に成立した二次林の構成個体の種特性（���������	
���未発表資料）

過去の土地利用
草地二次林天然林種特性
多い少ない中庸軽量種子（＜����）を持つ種の個体
短い長い長い豊作年再来間隔
多い少ない少ない風媒を行う種の個体
少ない少ない多い埋土種子バンクを形成する種の個体
多い少ない少ない種子を風散布する種の個体
中庸やや多いやや少ない幹を複数持つ個体
多い少ない少ない陽樹的な成長を行う種の個体

「幹を複数持つ個体」の項を除き，形容の違いは統計的に有意な差にもとづく
陽樹とは疎開地と庇陰下（��）での当年生実生稚樹高の比が����以上の種とする（主として����������	
����，����
より判定）

図３　北上山地中北部におけるカバノキ属三種の分布模式図．



要因をすぐに立地や環境傾度に結びつけることには慎重であ
るべきだろう。分布の現象だけではなく，その機構に立ち
入った検討が必要である。
　このことは始めに戻って，日本列島の植生の背腹性におけ
る撹乱体制の違いが果した役割についての�����������	
	
����（����）の指摘を，再認識させるものである。多雪地帯
の残雪の多さ，残雪期間の長さという立地の違いが，火入れ
の容易さ，延焼のしやすさを変え，日本海側と太平洋側にお
ける草地の広がりやブナ林の残存状況に，間接的に影響を与
えることは可能である。
　さらに付け加えれば，日本海側と太平洋側，東北でいえば
奥羽山地と北上山地は，地形や地質構造が大きく異なり，地
史的な時代の変遷の履歴も同一ではない。したがって，植物
相の違いの中には，地史的な時代の地形形成の影響も潜んで
いることが考えられる。つまり，現在，日本海側と太平洋側
の植生の背腹性としてとらえられている現象の中には，立地
や自然環境，撹乱体制，地形形成の歴史の対照性が並行して
存在している可能性がある。このような重層的な構造を想定
して，それぞれのレベルでの検証を行ないながら，北日本の
冷温帯林の背腹性を解釈する試みが，今後，必要となるだろ
う。
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図４　北上山地で観察された立地－土地利用－植生の相互作用．
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